
水素燃料電池の概要
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• 水素燃料電池とは水素を燃料とし、水素と酸素を反応させて電気を起こす発電機。
• これまで基地局のバックアップ強化の一環でメタノール型燃料電池を導入

電気

燃料電池の発電イメージ 水素燃料電池の仕様と外観



燃料電池の基地局適用に関するこれまでの報道発表状況
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・2012年に初めてメタノール型燃料電池の基地局導入に関する報道発表を実施
・関西を中心に南海トラフ地震対策として150か所程度の基地局に導入済み

ノキア社燃料電池を基地局導入（2012.10.25）フジクラ社燃料電池を基地局導入（2017年12月20日）



水素燃料電池とメタノール型燃料電池との比較
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・水素燃料電池は、発電時の副生成物が水のみで環境にやさしい。
・また、メタノール型燃料電池と比べて、直接水素を用いるため発電効率も優れる。

水素燃料電池 メタノール型燃料電池

燃料 水素 メタノール水溶液

反応式 𝟐𝑯𝟐 + 𝑶𝟐 = 𝟐𝑯𝟐𝑶
𝟐𝑪𝑯𝟑𝑶𝑯+ 𝟑𝑶𝟐
= 𝟐𝑪𝑶𝟐 + 𝟐𝑯𝟐𝑶

発生副生成物 水 水、二酸化炭素

効率 高い（40 ‒ 60%） 低い（20 - 30％）



ドコモの技術開発ポイント
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・水素燃料電池の出力電圧制御により、燃料電池の発電が蓄電池に充電されることな
く、無線機に優先供給することで、水素燃料を高効率に活用を実現（特許取得済）
・本技術に関して、今年5月にイギリスで開催された環境エネルギー分野のトップカ
ンファレンスであるIEEE共催の国際会議icSmartGrid2025にて最優秀論文賞を受
賞

ドコモの技術ポイント 国際会議にて最優秀論文を受賞



実証拠点の概要

4※燃料電池の状態を監視して出力を制御する機能を有する。

整流器

無線機水素燃料電池
（非常用）

入出力

EMS基盤※

ガス検知警報器

マスフロメーター
ガス質量測定

ガス検知部
圧力計

水素ガス（グリーン水素）

ボンベストッカ（ガスボンベ収容庫）

商用電力

～
：新設設備：既設設備

：電力線 ：通信線 ：ガス管

構成

蓄電池

基地局外観

水素ボンベ水素燃料電池

・山梨県笛吹市の基地局に水素燃料電池を設置。
・水素燃料電池が非常用電源として活用可能か実証（停電復電試験など）。
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実証結果の一例（停電試験）
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• 基地局停電時、水素燃料電池から優先的に電力供給されることを確認。

水素燃料電池の電力が
優先される分岐点

水素燃料電池の電力を
優先供給停電直後は、

蓄電池による電力供給

水素燃料電池
放電開始

停電により、商用電力からの電力供給が停止中



Nesradでの研究開発とグリーン水素活用における山梨県企業局との連携
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• ドコモは、水素・燃料電池の研究開発拠点である「次世代エネルギーシステム研究
開発ビレッジ（Nesrad）」に参画しており、燃料電池の基地局適用の研究を実施

• 今回の実証でも、山梨県企業局と連携し、Nesradで生成されたグリーン水素を活
用。

Nesradの外観

長崎県知事への説明様子

Nesrad開所式の様子（2023年3月）



【参考】今後の展開（総務省基地局強靭化対策事業）
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・総務省の国プロである基地局強靭化対策に関する調査・実証事業（新たな技術を活
用した実証枠）を携帯キャリア４社で唯一受託して、２局目となる水素燃料電池基地
局を来年度上期に石川県に構築予定。


